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⽇本は新緑が⽬に鮮やかな、清々しい季節となりました。 
 

今⽇から⽇本ではコロナは感染症２類からインフルエンザ並みの５類相当に引き下げら
れました。町を出歩いてもマスクを着⽤されていない⼈が増えてきました。 

昨⽇までのゴールデンウィーク期間中もコロナ感染が落ち着いてきたことを反映し、⾏
楽地はどこもインバウンド客を含め⼈の波で溢れていました。２０２０年から低迷してき
た観光業もようやくこれで⼀息つけそうですが、⼀⽅で⼈⼿確保に苦労しているホテル、飲
⾷店などが散⾒されます。⾃宅付近の商店街にある⽜丼の吉野家も⼈⼿不⾜で午後１１時
までの営業時間を⼤幅に短縮し、午後４時に終業し始めました。季節要因も多少はあると思
いますが、労働者不⾜問題はこれから益々顕在化しそうです。 

 
厚⽣労働省の国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所は先⽉、２０７０年までの⽇本の将来推定⼈

⼝を公表しました。それによると総⼈⼝は２０２０年の１億２６１５万⼈（外国⼈ ２７５
万⼈）から２０５３年には１億⼈割れとなり、２０７０年には約３割減少し、８７００万⼈
（内、外国⼈が９３９万⼈）になると予測しています。 

就中、⽣産年齢⼈⼝の減少が深刻です。これからの⽇本は⼈⼝減少を前提として適応社会
形成、⽣産性を⾼め経済発展に繋げる努⼒が益々必要となります。 

 
国連の⻑期⼈⼝予測によると世界の⼈⼝はこの１１年で７０億⼈から８０億⼈に着実に

増加しています。今年半ばにはインドが中国を抜き、⼈⼝世界⼀になります。世界⼈⼝は 
２０８０年代末に１００億⼈強とピークを迎え、それから減少すると予測されています。 
現時点においても⼈⼝が減少している国は⽇本だけではなく、イタリア・韓国、そして昨

年から⼈⼝減少に転じた中国など１０数か国に上っています。 
 
⼈⼝が増加する国 
     ２０２０年     ２０５０年     ２１００年 
⽶国   ３億３５００万⼈  ３億７５００万⼈  ３億９５００万⼈ 
英国     ６０００万⼈    ７１００万⼈    ７０００万⼈ 
豪州     ２５００万⼈    ３２００万⼈    ３８００万⼈ 
インド １３億８９００万⼈ １６億６８００万⼈ １５億３３００万⼈ 
⼈⼝が減少する国 
中国  １４億２３００万⼈ １３億１６００万⼈  ７億７１００万⼈  
韓国     ５１００万⼈    ４５００万⼈    ２４００万⼈ 
ドイツ    ８３００万⼈    ７９００万⼈    ６８００万⼈ 
⽇本   １億２６００万⼈  １億 ４００万⼈    ６２００万⼈ 

 



⽇本の⼈⼝は合計特殊出⽣率（現在 １．３１）が⼈⼝維持に必要な⼈⼝置換⽔準 
（２．０７）を過去数⼗年⼤幅に下回っていることから、予測通り着実に減少していくこ

とは確実です。特に私などの第１次ベビーブーム世代が８０歳代半ばになる約１０年後に
は毎年⼤幅減少となるでしょう。 
⽇本在の外国⼈の⼈⼝推移は１９９１年１２２万⼈➡２００１年１７８万⼈➡２０２１年
２７６万⼈と着実に増えていますが、今後も政府の予測通りに増えていくには⽇本経済が 
外国⼈にとり魅⼒的なものである必要があります。 
 
⽇本在の外国⼈ 
         ２００１年    ２０２１年 
中国        ３８万⼈     ７７万⼈ 
ベトナム       ２万⼈     ４３万⼈ 
韓国        ６３万⼈     ４４万⼈ 
ブラジル      ２７万⼈     ２１万⼈ 
⽐国        １６万⼈     ２８万⼈ 
その他       ３２万⼈     ６３万⼈ 
総合計      １７８万⼈    ２７６万⼈  
 
現在の⽇本は、世界の未来を先取りした⼈⼝状況と⾔えます。⼈⼝減少は経済成⻑、安全

保障、健康・介護などの福祉、インフラ維持など多⽅⾯にわたり厳しい問題を惹起されると
思います。国としてステータスをどのようにして維持していくことが出来るか、⽇本⼈の叡
智が求められています。 
 

ただ経済⾯での⽇本のステータスは厳しいものがあります。 
⽇本の GDPの世界での位置（単位 兆ドル） 
       １９９０年   ２０００年   ２０１０年   ２０２２年 
世界合計   ２２．６    ３４．１    ６６．５    １００．３ 
⽶国      ５．９    １０．３    １５．０     ２５．５ 
中国      ０．４     １．２     ６．０     １８．１ 
⽇本      ３．２     ５．０     ５．８      ４．２ 
 
⽶ドル建ての GDP推移ですので為替の変化にもよりますが、世界のドルベースの GDPは
過去３０年間で約５倍弱に増加していますが、同期間の⽇本の円ベースでの GDPはほとん
ど横ばい状態であったため、世界全体の GDPに占める⽇本のドルベースでの GDPは 
１９９０年の１４.５％➡２００0年１４．７％➡２０１０年８．７％➡２０２２年には 
４．２％ と⼤きく下がっています。まだ⾟うじて世界３位の位置にいますが、このポジシ
ョンを何時まで維持できるか。 
⼈⼝減少で内需も落ち込みます。⽣産年齢⼈⼝も減少するので、如何にして労働⽣産性を⼤
きく向上させられるか新たな技術⾰新と新規産業創設が望まれます。 
 
                                  江本  
 
 



 
 
 
 


